
 先日のリーダー研修会、大変お世話になりました。お忙しい中、アンケートにご協力い
ただき、ありがとうございます。皆様からいただいたご意見を紹介させていただきます。
下米田小学校様の実践について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊親子交換日記はとても可愛らしく、楽しそうで参考になった。親子がふれあう、とても心温まる素敵な 
実践です。 
＊交換日記の取組は面白いと思った。自校でも実施してみたい。 
＊親子で一緒に考える、話し合うといった、関わりを大切にした素敵な実践だった。 
＊親子日記が実践できることが素晴らしいと思った。 
＊日記は会話と違って、形に残るものなので、きっと子どもも親も宝物になると思う。 
＊生活習慣や家庭の役割などの取組を通して親子のコミュニケーションをはかるのではなく、交換日 
記でコミュニケーションのみを目的に実践する方法があることに驚いた。 
＊凄く細かく交換日記のやり取りが出来ていて、また顔文字で気持ちを表すのが面白かった。親子で 
楽しみながら、実施していたところがよかった。 
＊交換日記で親子の交流が出来るのはとても良いと思った。なかなか子の気持ち、親の気持ちを伝え 
る機会は少ないので参考にしたい。 
＊交換日記は子どもの考えていることがよくわかるのでいいなと思った。親の気持ちや考えも子どもに
伝えられるのもいいことだと思う。 
＊交換日記を実践するだけでなく、実践前と後の検証まで行われていて素晴らしい。イラストありで、と
ても温かみを感じた。ぜひやってみたい。 
＊親と子の交換日記は、子どもの思いを聞くことができる面白い取組だと思った。 
＊日頃言葉にしないことを交換日記という形で気持を伝え合うことはとても良いと思った。 
＊子どもと保護者が心で繋がる、とてもすてきな取組。本校でもやれたらよいと感じた。取り組みやす 
く、思い出として残ることも素敵。 
＊親子の会話や気持ちを伝え合うとてもよい機会だと感じた。子どもと親との受け取りかたの違いを 
調べていた点も、素晴らしいアイディアだ。 
＊たくさんの方に実践を聞いていただけて良かった。親子のコミュニケーションが更に活発になり、良 
好な親子関係向上に役立てていただけたらありがたい。 
＊交換日記ぜひやってみたい。少しずつでも本音で話せる機会が増えると親も子も心が温まるのでは 
ないか。 
＊親と子の心のコミュニケーションになる取組で、素晴らしい実践をされていると思った。中学生にな 
ると、交換日記ははずかしくなるけど、普段聞けない話とかも聞けるかもしれないので、やってみて 
もいいかなと思った。 
＊親と子が日記を通して気持ちを伝え合うという取組は、とても温かく素晴らしい。普段の会話ではな 
かなか伝えられない思いや感謝の気持ちを文字にすることで、素直に表現できる良い機会になっ 
ていると感じた。 
＊文章量も少なく、顔の絵も描けることから、気軽に楽しく取り組めるのでよいと思った。とても分かり 
やすい事例紹介だった。ただ、自分の学校に当てはめるとあまり参考にはならなかった。（参集型が 
メインなので） 
＊普段は気付かない子どもの気持ちを感じることができる活動だと思う。 
＊交換日記をされた家庭の様子が伝わってきた。参加率が高く、効果が現れていることも分かった。 
＊つながりをもつためには、共有することがらがあると良いですね。そんな経験や、話す機会を仕組む
工夫を考えたい。取 
＊取組に対する保護者の方のアンケートについて、その活動の成果や今後の検討の参考になる。負 
担はあるが大切なことだと感じた。 
＊自校では、地区の人との交流も大切にしている。親子、地域の触れ合いを大切にしながら実践して 
いきたい。 
＊文にすると心の中の正直な気持ちが出て、相手の心にも響きやすく親子の関係もグッと深まる気が 
した。（交換日記は、素敵なアイディア）負担の少ない形で、ぜひやってみたい。 
＊子どもとは、普段から出来事の話をするけど、家事をしながら聞いていることが 
多くて返事も適当になってしまう時がある。文にすることで気持ちが伝わりやす 
くていいなと思った。 
＊参加していただくための工夫、「事前の調査結果の利用」「子どもや保護者が関 
心のもてる内容」を知ることができた。楽しく、無理なく参加できる内容を考えて 
いきたい。 
＊書くという作業で気持ちを伝える機会が少なくなっているので、たまに我が家でも 
取り入れたいと思う。楽 
＊楽しんで取り組んでいることがわかった。それが一番大切だと感じた。 
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ご協力ありがとうございました！ 

＊親子で交換日記というものは、機会をもらわないとできないことのように思うので、とても良いことだ 
と思う。子どもも家族も嬉しい気持ちになると思う。 
＊その時を振り返りながら想いを知れるのは、お互いの気持ちを考え直すいい機会になるなと思う。 
＊心の交換日記の実践を通して、日頃から親子のコミュニケーションがより取れるようになるきっかけ 
作りができると思った。 
＊交換日記をやりきれるところがすごい。 
＊初めはなかなか大変だと思ったが、８割以上の参加があり、子どもが大切にされているという気持ち 
も高まっていて良い取組であると感じた。 
＊子どもの考えていることがわかってとても面白い実践だと思う。 
＊事例を読ませてもらって、こちらも癒された。提出率も 80％と高く、またデータ分析までされており、 
全校で丁寧に取り組まれている様子がよく分かった。 
＊あえて形にすることで、良い結果を生む、よい取組だと思った。 
＊文字にする事で子どもの本音が聞けるのかな。素敵な取組だと思う。 
＊親と子の関わりやつながりの意味で、とてもよい取組だと思う。自分に関心をもってくれているという 
思いは、孤立、孤独をなくす、とてもよいものだと思う。親子の共通話題はなかなか毎日あるものでは 
ないので、こういう機会を大事にしていきたい。 
＊会話だけでなく、顔文字もあって気持ちを伝えやすいなと感じた。きっとこの交換日記がきっかけで、 
会話につながったと思う。 
＊取り組み前の 4月と取り組み後の 11月とで子どもの感じ方が変わったことに驚いた。事後にアン 
ケートを実施し成果が見える事は家庭教育学級の運営のモチベーションにも繋がる。一方、そこまで 
行うのはリーダー以外の役員の協力が得られないとなかなか難しいかなとも思った。 
＊親子での交換日記は、「素敵だなぁ」と思っても、なかなか親子の中から自発的に取り組めるもので 
はない。その意味で、家庭教育学級がそのきっかけをつくり、親子の信頼が深められる素晴らしい取 
組だと思う。 
＊なかなか言葉では、あえて言わない思いなども、文字にすると言えることなどもあると思う。短文なら 
忙しい親さんにも、あまり負担にならず良いと思う。 
＊保護者が子育てに関してプラスな気持ちで関われるような工夫がよいと思う。 
＊多くの方が参加し、すてきな実践だと思った。特に年間の活動計画が丁寧に作成されていて、素晴ら 
しい。 
＊『交換日記』では、短文でもよく、前よりも親子のコミュニケーションが取れるようになった事で実践 
しやすい内容だと思った。また、交互に最初の文章を書くと言う発想が面白い。 
＊講座内容を吟味されて、計画を立てられたところが素晴らしい。リーダーさんたちの前向きな気持ち 
とやる気がすごい！ 
＊小学生の時にこのような取組を通して気持ちの通じ合う親子関係が築けることが大事だと思った。
ここに参加できない家庭についても PTAでどう支えていくか相談する機会が必要だと思った。貴重
な提案をありがとうございました。 
＊普段なかなか話すのが難しく、面と向かってだと恥ずかしい親子とかにもすごく良い取組だと思う。 
＊普段フルタイムで働いていてなかなかゆっくり話す時間もないし、文字にすると素直になれるので、
いいなと思った。 
＊「親と子の心の交換日記」は、短文でも良いと言うことで、特に思春期を迎える小学校高学年の児 
童にとって良い取組と感じた。 
＊親子で交換日記はとても良い取組だと思う。面と向かってはなかなか言い出せない聞きづらいこと 
も、文にしたら伝えられる可能性が高いなと感じた。短い文でも、一言でも、やりとりを継続すること 
が大切だと思う。 
＊言葉でのコミュニケーションも大事だが、文字に残ることで視覚的に心が温まるのでとても良いと思 
う。いろいろな形で親子のコミュニケーションをとれるように PTA と協力していきたい。 
＊『親と子の交換日記』発案が素敵だなと思う。小学生の頃の方が取り組みやすそうだし、その経験 
があると、中学、高校と思春期を迎えた時にも役立ちそうだと思う。 
＊文章を書いて読み合うという機会があまりない中、親子の心の触れ合いになり、意外に素直な気持 
ちが伝えられそうだと思った。 
＊交換日記を行うにあたって、ほぼ完璧に読み方が出来る高学年や中学生でおこなうと交流が深ま 
ると思った。 
＊保護者が前向きに学校に協力して活動されており参考になった。 
＊親子で主体的にかつ楽しくできる取組を考えていきたい。 
＊現在、我が子は思春期で感情の起伏が激しい時期です。なかなか言うことも聞いて 
くれない。果たして、素直にその交換日記をやってくれるのかなと疑問がよぎった。 
＊低学年は日々の宿題で精一杯の時があり、保護者の方のフォローなども必要になる 
気がした。交流が目的なのに、負担を増やしてしまわないのかなと思った。 
＊交換日記は、中学生には、少し難しいかと思った。 
＊よい取組だと思うが、アンケートの準備や集計など大変だったろうと思った。 

 


